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横須賀刑務支所における就労支援の現状について 

 

１ 当支所における就労支援実施状況 

当支所は、平成２９年に就労支援強化施設に選定され、当支所就労支援スタ

ッフの配置及び横須賀公共職業安定所（以下「ハローワーク横須賀」という。）

専門援助部門職員２名の駐在による同業務強化が図られた。 

なお、平成２６年から昨年までの当支所における就労支援実施状況について

は、下表のとおりである。 

ハローワーク横須賀職員常駐前 

 支援対象者 面接実施者 内定者 内定率 

平成２６年 ２５名 ３名 ３名 １００％ 

平成２７年 ４６名 １６名 １４名 ８８％ 

平成２８年 ４２名 １５名 １１名 ７３％ 

ハローワーク横須賀職員常駐後 

平成２９年 ４７名 ３９名 ３５名 ９０％ 

平成３０年 ２９名 ３２名 ２５名 ７８％ 

令和元年 ３８名 ３７名 ３１名 ８４％ 

令和２年 ３６名 ２５名 １９名 ７６％ 

令和３年 ２３名 １８名 １４名 ７８％ 

令和４年 ３０名 １８名 １８名 １００％ 

令和５年 １８名 １９名 １５名 ７９％ 

令和６年 １９名 １４名 １２名 ８６％ 

令和７年 ２８名 ２２名 １６名 ７３％ 

令和８年※７月１日現在 １６名 ８名 ７名 ８８％ 

 

  以上のとおり、就労支援強化施設に選定され、ハローワーク横須賀からの協

力を得たことで、平成２９年度以降、飛躍的に内定率が上昇した。 

  しかしながら、令和２年、３年度及び４年度については、コロナ禍にあり、

採用面接をテレビ遠隔通信システムによる面接に変更する等の感染防止対策

を行いながらの就労支援業務の実施となり、やや下降した結果となったが、  

令和４年度については、採用面接実施者１８名に対し、内定者１８名であり、

面接を実施した者すべてが、内定するという結果であった。令和５年度からは、

施設内の耐震工事に伴う収容調整により、収容人員が減少したことが要因と

なり支援対象者が減少した。しかし、内定率は８０パーセント前後の高い割合

で推移している。 
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２ 就労支援フォーラム（企業説明会）について 

  ハローワークと協賛の上、毎年１回（本年は６月２５日に実施）就労支援フ

ォーラムを実施している。主に協力雇用主である企業３社ほどに対し、当支所

において、企業ごとに各々の業務内容、形態及び就業条件等を直接、受刑者に

対し、説明をするものであり、企業選択及び連絡に関し、ハローワーク職員を

通じて、計画・実施している。 

 

３ 就労支援講話 

  毎年６月頃（本年は６月１２日に実施）に、受刑者に対する就労意欲の喚起

及び向上を目的として、実際に出所者等の雇用歴のある企業による講話を実

施している。 

 

４ 企業訪問について 

  企業訪問については、刑務所の担当者、スタッフ及びハローワーク職員が、

当支所からの出所者のうち、雇用歴のある企業を中心に、勤務状況の把握及び

企業側の要望・希望等の聴取を行い、就労支援の充実及び定着就労を図ること

を目的として、各企業を訪問することを行っている。 


